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第４回定例会第４回定例会
　12月定例会は、12月3日から12月17日までの15日間の会期で開かれました。
　市長から提案のあった条例関係10件、各会計補正予算５件、人事案件２件、その他６件
の計23件を審議し、人事案件を除く21件を原案のとおり可決しました。
　また、一般質問には、７人の議員が登壇し、市政全般にわたり論戦を展開しました。

　平成27年９月に農業委員会等に関する法律（農業委員会法）の一部改正に伴い、条例が制定され、
平成28年４月から新制度がスタートします。
　大きな改正点は、次のとおりです。

❶ 公選制を廃止し、市町村長が議会の同意を得て任命する
❷ 農業委員には、利害関係がなく公正に判断できる人や、認定農業者を含める
❸ 農業者団体等からの推薦や公募を実施する
❹ 耕作放棄地の発生防止と解消を推進する農地利用最適化推進委員を配置する（農業委員会が委嘱）
◎法改正により、農業委員の定数が36名から19名になります。
◎農地利用最適化推進委員の定数は46名になります。

議案第91号 常陸大宮市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例

（農業委員及び農地利用最適化推進委員の選任イメージ）

農業者団体等からの推薦・公募

農地利用最適化推進委員農業委員会（委員）

市　　長

任命

委嘱

同意
常陸大宮市議会

●任期期間　平成28年４月１日～平成31年３月31日（３年間）

●主な業務内容
　（１）農業委員
　　　農地法に基づく法令審査、遊休農地の調査・指導

　（２）農地利用最適化推進委員
　　　農地利用の集積・集約化、耕作放棄地解消等のための現場活動

農業委員会法 一部改正農業委員会法 一部改正農業委員会法 一部改正農業委員会法 一部改正注目注目
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議案第99号、議案第100号

議案第101号

議案第111号

議案第112号

　軽費老人ホーム「ケアハウスゆずの木荘」は、社会福祉法人清河会が運営する特別養護老人ホーム
に併設する施設であり、開設（平成７年）以来、同法人が管理運営に携わってきました。
　市は、指定管理委託が満了となる平成28年３月31日をもって譲渡の方針の下に、協議を重ね、合
意形成をすすめ、覚書を締結し、無償譲渡されることに決定しました。

  譲渡契約における基本条件

・入居者が引き続きその利用を希望する場合は、これ
を拒むことはできない。

・譲渡後の事業運営に関して、市に対して財政的な支
援を求めることはできない。

・施設が使用可能な状態にある限り、その用途を変更
してはならない。

　過疎地域自立促進特別措置法の有効期限が平成33年３月31日まで延長されたことに伴い、計画の
見直しと新規事業が追加されます。

教育長の任命について
　教育長の職務を行う教育委員会委員の任期満了に伴い、新たな教育長を選任するため提案され
た議案は、賛成少数（賛成６：反対 13、議長は採決に加わらない）で、同意されませんでした。

教育委員の任命について
　教育委員が辞職することに伴い、1名補充の提案があり、審議の結果、賛成少数（賛成４：反
対 15、議長は採決に加わらない）で、同意されませんでした。

主な新規事業
●友好都市推進事業
●消防施設建設事業
●元気ひたちおおみや結婚応援事業
●住宅取得奨励金交付事業
●木質バイオマス利活用事業
●水道施設維持管理整備事業

人事案件は不同意（２件）人事案件は不同意（２件）

●高規格救急自動車整備事業
●常陸大宮済生会病院医療機器整備補助事業
●市史編さん事業
●地域おこし協力隊事業
●学校施設整備事業
●緒川歯科診療所医療機器整備事業

過疎地域自立促進計画の延長！過疎地域自立促進計画の延長！

常陸大宮市軽費老人ホームの設置及び常陸大宮市軽費老人ホームの設置及び
管理に関する条例の廃止及び管理に関する条例の廃止及び
常陸大宮市軽費老人ホームの無償譲渡について常陸大宮市軽費老人ホームの無償譲渡について

軽費老人ホーム「ケアハウスゆずの木荘」
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議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第90号 常陸大宮市個人番号の利用に関する条例 総務 可決

議案第91号 常陸大宮市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の
定数を定める条例 経済建設 可決

議案第92号 水道事業の統合に伴う関係条例の整備に関する条例 経済建設 可決

議案第93号 常陸大宮市簡易給水施設の設置及び管理に関する条例 経済建設 可決

議案第94号 常陸大宮市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第95号 常陸大宮市税条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第96号 常陸大宮市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第97号 常陸大宮市ふるさと応援寄附条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第98号 常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第99号 常陸大宮市軽費老人ホームの設置及び管理に関する条例を廃止する条例 文教福祉 可決

議案第100号 財産の無償譲渡について（軽費老人ホーム） 文教福祉 可決

議案第101号 常陸大宮市過疎地域自立促進計画について 総務 可決

議案第102号 工事請負変更契約の締結について（大桂大橋） 可決

議案第103号 市道路線の廃止について（1008号線、1224号線、④-377号線） 可決

議案第104号 平成27年度常陸大宮市一般会計補正予算（第３号） 分割付託 可決

議案第105号 平成27年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 文教福祉 可決

議案第106号 平成27年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 経済建設 可決

議案第107号 平成27年度常陸大宮市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 経済建設 可決

議案第108号 平成27年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 経済建設 可決

議案第109号 工事請負契約の締結について（木質バイオマスボイラー　三太の湯） 可決

議案第110号 工事請負契約の締結について（木質バイオマスボイラー　四季彩館） 可決

議案第111号 教育長の任命について 不同意

議案第112号 教育委員会委員の任命について 不同意

分割付託とは … 一つの議案を各所管の常任委員会へ分けて付託すること。

平成平成27年第４回定例会議決一覧7年第４回定例会議決一覧平成平成227年第４回定例会議決一覧7年第４回定例会議決一覧
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◆賛否の分かれた議案等

議案
番号 議　　　案　　　名 議決

結果

議　　　　　　員　　　　　　名

黒
部　

博
英

小
原　

明
彦

大
瀧
愛
一
郎

岡
﨑　

欣
也

三
次　

弘
史

坂
本　

繁
輝

冨
山　

和
男

大
貫　

道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　

美
保

小
森　

敏
雄

田
沢　

祐
男

川
上　
　

博

武
石　

寿
長

髙
村　

和
郎

岡
﨑　

榮
一

淀
川　

茂
樹

掛
札　

行
雄

秋
山　

信
夫

金
子　
　

卓

議案
第90号

常陸大宮市個人番号の利用に
関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ●

議案
第91号

常陸大宮市農業委員会の委員及び
農地利用最適化推進委員の定数を
定める条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ●

議案
第92号

水道事業の統合に伴う関係条例
の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●

議案
第93号

常陸大宮市簡易給水施設の設置
及び管理に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― ●

議案
第98号

常陸大宮市介護保険条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ●

議案
第111号 教育長の任命について 不同意 ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ― ●

議案
第112号 教育委員会委員の任命について 不同意 ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ― ●

請願
第７号

「安全保障関連2法（国際平和支
援法、平和安全法制整備法）の廃
止を求める意見書」の提出を求め
る請願

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ― ○

　法改悪により、農業委員会制度の根幹である、
農業者自らが代表者を選ぶという公選制が廃止
され、市長による任命制に変えられ、さらに、農
業者からの建議が除外されるなど、農業者の自
治が大きく後退させられました。農業委員会は、
家族経営を基本にした、多様な農家や生産組織
などが展望を持って、生産できる環境を作るた
めに役立つ組織とすべきであるため反対です。

反  対反  対 金子　　卓　議員

　法改正により、農業委員の公選制は廃止され、
定数も減となりますが、地域において活用され
ていない遊休農地や荒廃農地について、農家の
意向を聞いて、より良い活用方法を検討する、
農地利用最適化推進委員が設置され、農業委員
との連携により、よりきめ細かな農地等の利用
の最適化の推進が図られると思われるので賛成
です。

賛  成賛  成 岡﨑　欣也　議員

常陸大宮市農業委員会の委員及び
農地利用最適化推進委員の定数を定める条例

採決の結果、賛成多数で可決されました。

討 論討 論
討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

○：賛成　　●：反対 『－』は議長は採決に加わりません。

議案第92号については、地方自治法第244条の２第２項の規定により、条例で定める特に
重要な公の施設について、これを廃止し、または長期かつ独占的な利用をさせようとする
ときは、議会において出席議員の３分の２以上の同意を必要とするため、特別多数議決に
より議長も採決に加わります。
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Ｑ　

消
防
機
械
器
具
置
場
用
地
購
入
価
格
の
積
算
方
法
は

Ａ　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
評
価
額
と
民
間
土
地
取
引
額
を
調
査
し
て
算
出
し
ま

し
た
。

Ｑ　

現
在
の
敷
地
へ
建
て
替
え
る
考
え
は

Ａ　

敷
地
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
こ
と
と
敷
地
内
の
児
童
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

危
険
性
の
考
慮
か
ら
移
転
が
適
切
で
す
。

Ｑ　

機
械
器
具
置
場
の
規
模
は

Ａ　

車
両
格
納
ス
ペ
ー
ス
と
機
材
備
蓄
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
詰
所
と
し
て
災
害

出
動
で
の
団
員
の
疲
労
緩
和
が
で
き
る
規
模
で
す
。

Ｑ　

購
入
予
定
地
の
利
活
用
の
考
え
は

Ａ　

消
防
団
詰
所
と
ホ
ー
ス
乾
燥
柱
お

よ
び
団
員
駐
車
場
、
防
火
水
槽
整
備
を

予
定
し
、
平
常
時
は
、
消
防
団
員
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
し
、
そ
れ
以
外
を

福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
及
び
近
隣
住
民
へ

の
駐
車
場
と
し
て
貸
付
け
、
共
用
を
図

り
た
い
。
そ
の
他
、
隣
接
し
て
い
る
市

民
バ
ス
車
庫
の
出
入
庫
の
通
路
を
設
け

安
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　無償譲渡する軽費老人ホームの賃借料と指定管理料はいくらか
Ａ　借地料22万2千円、指定管理料1,387万3千円です。

Ｑ　この軽費老人ホームの供用開始はいつか、また施設が民間の運営になった
場合の固定資産税はかかるのか
Ａ　当該施設は、平成７年４月５日に供用開始し、税法上非課税です。

Ｑ　健診等通知発送作業委託料の対象者は
Ａ　平成28年度内に、20歳～ 74歳に該当する女性及び40歳～ 74歳に該当す
る男性の２万６千人に発送します。

Ｑ　中学校屋内運動場非構造部材耐
震化工事監理委託料の内容とそれに
伴う工事の内容は
Ａ　校数は３校で、箇所的には４か
所、大宮中学校の武道場及び山方中
学校屋内運動場のつり天井、大宮中
学校及び明峰中学校のバスケットコ
ートの天板です。

総　務総　務

文教福祉文教福祉

◎
大
貫　

道
夫　

○
小
森　

敏
雄　
　

金
子　
　

卓

　

掛
札　

行
雄　
　

髙
村　

和
郎　
　

三
次　

弘
史

　

大
瀧
愛
一
郎

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
小
森
敬
太
郎　

○
冨
山　

和
男　
　

淀
川　

茂
樹

　

岡
﨑　

榮
一　
　

𠮷
川　

美
保　
　

黒
部　

博
英
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建替えを予定している消防団詰所現地踏査

山方中学校屋内運動場のつり天井
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平成27年第５回臨時会議決一覧平成27年第５回臨時会議決一覧平成27年第５回臨時会議決一覧平成27年第５回臨時会議決一覧

Ｑ　

農
業
委
員
の
人
選
は

Ａ　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
最
適
化
の
推
進
等
に
関
し
、

そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
で
、
農
業
委
員
の
半
数
は
認
定
農

業
者
が
望
ま
し
い
で
す
。
委
員
に
は
地
区
割
り
が
あ
り
、
大
宮
地
区
６
人
、
山
方

地
区
３
人
、
美
和
地
区
２
人
、
緒
川
地
区
２
人
、
御
前
山
地
区
２
人
、
農
協
推
薦

２
人
、
中
立
１
人
、
一
般
１
人
の
合
計
19
人
と
な
り
ま
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は
大
宮
地
区
16
人
、
山
方
地
区
10
人
、
美
和
地
区
６
人
、
緒
川
地
区
７
人
、

御
前
山
地
区
７
人
で
、
46
人
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

一
般
会
計
の
道
の
駅
関
係
補
正
予
算
で
需

用
費
の
消
耗
品
と
備
品
購
入
費
と
の
組
替
え
計

上
に
つ
い
て

Ａ　

当
初
は
厨
房
用
備
品
と
し
て
計
上
し
て
い

ま
し
た
が
、
購
入
品
目
が
確
定
し
、
消
耗
品
と

し
て
発
注
す
る
こ
と
が
妥
当
と
判
断
し
た
た
め

組
替
え
を
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の
需
用
費
の
修
繕
料
６
２
０
万
円
が
追
加
補
正
で

あ
る
が
、
当
初
で
の
予
算
措
置
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

Ａ　

前
年
並
み
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
11
月
ま
で
に
山
方
45
件
、
美
和
13

件
、
緒
川
10
件
、
御
前
山
18
件
、
合
計
86
件
の
漏
水
が
あ
り
、
予
定
よ
り
多
く
の

修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
増
額
を
す
る
も
の
で
す
。

経済建設経済建設

◎
田
沢　

祐
男　

○
坂
本　

繁
輝　
　

秋
山　

信
夫

　

武
石　

寿
長　
　

川
上　
　

博　
　

岡
﨑　

欣
也

　

小
原　

明
彦

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

議案番号 件　　　　　　　　　名 議決結果

議案第113号 教育長の任命について（盛金　上久保　洋一氏） 同意

議案第114号 教育委員会委員の任命について（上檜沢　内田　寛氏） 同意

議案番号 件　　　　　　　　　名 議決結果

議案第89号 工事請負変更契約の締結について（道の駅建築工事） 可決

平成27年12月22日

平成27年11月12日

7 議会広報第45号

建築中の道の駅



平成27年度補正予算平成27年度補正予算平成27年度補正予算平成27年度補正予算

補正補正
予算予算
補正補正
予算予算

主 な 内 容主 な 内 容

一般会計
●ふるさと納税謝礼 2,000万円
寄附者の増加によるものです。

●放課後児童健全育成事業費委託料
275万5千円

積算方式を含めた単価等の改正によるものです。

●生活保護費 4,200万円
生活扶助費・高齢者の医療扶助費・介護扶助費
等の増加によるものです。

●経営所得安定対策直接支払推進事業
　補助金 164万8千円

●消防機械器具置場用地購入費
2,805万6千円

●小中学校屋内運動場非構造部材
　耐震化工事 1億2,197万円
非構造部材の改修及び落下防止の対策を講じる
ものです。

会　　計　　名 補　正　額

一般会計（第3号） 3億500万円

国民健康保険特別会計（第3号）
    事業勘定 3,786万円

公共下水道事業特別会計（第2号） 210万円

簡易水道事業特別会計（第2号） 855万円

戸別浄化槽整備事業特別会計
（第1号） 48万円

請願

番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結果

４号 「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書提出に関する請願
日本の青少年の健全育成を推
進する会
代表　木本　信男

川上　博 文教福祉 継続
審査

６号 所得税法第56条廃止を求める意見書
採択に関する請願書

茨城県商工団体連合会婦人部
協議会　会長　岡田　志乃婦 金子　卓 総務 継続

審査

７号
「安全保障関連2法（国際平和支援法、
平和安全法制整備法）の廃止を求める
意見書」の提出を求める請願

新日本婦人の会常陸大宮支部
支部長　切石　トシコ 金子　卓 総務 不採択

あなたが出された 請願・陳情は！請願・陳情は！
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市
政
市
政
を

問
う

一般質問一般質問

市
政
市
政
をを

問問
うう ◆一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…一般質問とは…

今回７人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

大瀧愛一郎  議員　…………………　Ｐ10
　　◇林業振興について　ほか

小原　明彦  議員　…………………　Ｐ11
　　◇小場地内林野火災の経過について
　　◇KENPOKU ART2016について　ほか

金子　　卓  議員　…………………　Ｐ12
　　◇道の駅整備事業について　　
　　◇農業問題について　ほか

川上　　博  議員　…………………　Ｐ13
　　◇御前山総合支所について

𠮷川　美保  議員　…………………　Ｐ14
　　◇関東・東北豪雨災害職員派遣から学ぶこと
　　◇マタニティサポート事業について　ほか

冨山　和男  議員　…………………　Ｐ15
　　◇行政改革について
　　◇子育て・教育について　ほか

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ16
　　◇教育行政について　ほか

9 議会広報第45号



一 問質般

大瀧愛一郎
議員

　

森
林
原
野
面
積
が
６
割
を
し

め
る
常
陸
大
宮
市
の
林
業
は
、

長
年
に
わ
た
り
木
材
価
格
低
迷

の
影
響
を
う
け
て
い
ま
す
。
市

は
「
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
な
ど
の
推
進
に
関
わ
る

指
針
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
実
績
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
22
年
度

か
ら
26
年
度

ま
で
の
期
間
に
木
造
化
に
取
り

組
ん
だ
公
共
施
設
は
、
大
宮
中
学

校
武
道
場
、
美
和
幼
稚
園
、
山
方

消
防
団
消
防
器
具
置
場
、
御
前
山

ダ
ム
公
園
管
理
施
設
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
チ
ッ
プ
製
造
施
設
の
５

か
所
で
す
。
う
ち
市
産
材
を
利
用

し
た
の
は
大
宮
中
学
校
武
道
場

で
す
。
柱
、
天
井
、
壁
の
材
料

と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
現
在
建
設
中
の

道
の
駅
、
大
宮
二
中
の
い
ず
れ

も
、
残
念
な
が
ら
木
造
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
木
造
で
公

共
施
設
を
建
設
す
る
予
定
は
あ

り
ま
す
か
。

現
在
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
建
設
中
の
道
の

駅
の
本
館
休
憩
所
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
多
目
的
室
、
屋
外
デ
ッ

キ
な
ど
で
は
、
天
井
や
床
に
市

産
材
を
含
む
約
１
８
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
木
材
を
使
用
す
る

計
画
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

木
質
チ
ッ
プ
製
造
施
設
の
建
設

費
と
業
務
委
託
費
、
及
び
稼
働

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

施
設
建
設
費

と
機
械
購
入

費
で
合
計
約
１
億
１
７
０
０
万

円
で
す
が
、
県
補
助
金
等
の

特
定
財
源
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
常
陸
大
宮
市
森
林

組
合
へ
の
業
務
委
託
費
は
年
間

６
４
８
万
円
で
す
。
一
方
、
稼

働
率
は
月
10
日
程
度
、
加
工
し

た
チ
ッ
プ
は
ほ
ぼ
毎

日
、
美
和
さ
さ
の
湯

に
運
搬
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

林
地
残
材
の
活
用

は
地
域
雇
用
の
促

進
、
森
林
整
備
推
進

に
つ
な
が
り
ま
す
。

チ
ッ
プ
製
造
能
力
に

は
大
幅
な
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
施
設
を
最

大
限
活
用
す
る
た
め

の
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

市
内
３
か
所

の
温
泉
施
設

へ
の
木
質
チ
ッ
プ
燃
料
の
供
給

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
展
開
す

る
民
間
企
業
な
ど
の
新
た
な
供

給
先
に
つ
い
て
も
、
今
後
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

その他の質問

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

・
起
業
家
支
援
に
つ
い
て

・
郷
土
学
習
に
つ
い
て

10

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

公
共
施
設
に
も
っ
と
市
産
材
を

経
済
建
設
部
長
／
需
要
拡
大
を
推
進
す
る

木質チップ製造施設の
稼働力アップを

経済建設部長／調査研究を推進する

チップ製造機と木質チップ



一 問質般

小原　明彦
議員

　

想
定
外
の
大
災
害
に
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
配
備
は
必
須
と

考
え
ま
す
。
ま
ず
河
川
を
抱
え

る
消
防
団
か
ら
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
配
備
を
進
め
て
は
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

河
川
の
範
囲

を
包
含
す
る

分
団
に
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
配
備
は
水
災
害
活
動
時
の
安

全
確
保
に
有
効
で
あ
り
、
県
の

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

道
の
駅
と
の
多
角
的
な
連
携

の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
り
相

乗
効
果
は
絶
大
と
考
え
ま
す
。

コ
ラ
ボ
企
画
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
よ
う
な
も
の
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
誘
客
に
つ
な
げ
る
こ
と

は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る

その他の質問

・
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
市
の
魅

力
あ
る
情
報
の
発
信
や
特
産
品

等
の
販
売
な
ど
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
道
の
駅
に
お
い
て

芸
術
祭
関
連
グ
ッ
ズ
の
販
売
や

作
品
の
展
示
な
ど
に
つ
い
て
県

と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
は
加
速
度
的

に
進
み
、
か
な
り
の
方
が
介
護

保
険
受
領
委
任
払
い
制
度
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
福
祉
用
具
や
住
宅
の
改
修

と
い
う
名
の
支
え
が
必
要
な

方
、
ま
た
、
そ
の
家
族
の
支
え

に
も
な
る
、
こ
の
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

一
時
的
に
全

額
負
担
す
る

こ
と
が
困
難
な
利
用
者
が
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
限
度
額

の
管
理
に
つ
い
て
も
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
や
温
泉
利

用
の
優
待
料
金
等
、
高
齢
者
向

け
の
取
り
組
み
が
多
数
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
周
知
を
図
っ

て
頂
く
こ
と
は
健
康
長
寿
の
促

進
に
も
、
医
療
費
の
抑
制
に
も

な
り
ま
す
。
更
に
本
市
の
魅
力

の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
高
齢
者

向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の

設
置
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

今
後
、
市
独

自
の
新
た
な

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
周
知
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
を
制
度
の

広
報
の
時
期
に
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

　

消
防
長
／

　
　

導
入
に
つ
い
て

　
　

検
討
し
て
い
き
ま
す

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
配
備
に
つ
い
て

KENPOKU ART2016
については
企画政策課長／
　地域活性化につながるよう
　取り組んでいきます

シルバーリハビリ体操教室

消
防
長

企
画
政
策
課
長

高齢者支援制度
については
保健福祉部長／
　近隣市町村の状況も考慮
　しながら検討していきます



一 問質般

Ｔ
Ｐ
Ｐ 

… 

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　

  

シ
ッ
プ
協
定

金子　　卓
議員

その他の質問

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　

国
道
１
１
８
号
を
通
り
ま
す

と
だ
ん
だ
ん
で
き
あ
が
っ
て
く

る
「
道
の
駅
」
に
期
待
の
声
が

聞
か
れ
る
と
と
も
に
、
経
営
は

大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
、
市
財

政
に
負
担
を
か
け
る
も
の
に
な

ら
な
い
だ
ろ
う
か
な
ど
、
不
安

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
が

市
民
の
正
直
な
気
持
ち
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
27
年

２
月
の
「
収

支
計
画
」
で

は
「
指
定
管

理
業
務
委
託

料
に
つ
い
て

は
、
３
年
目

以
降
の
経
営

状
況
を
踏
ま

え
、
運
営
収

益
で
賄
え
る

分
の
経
費
を

減
額
し
て
い

く
こ
と
を
基

本
に
見
直
し
を
図
る
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
「
基
本
」
の

考
え
方
は
維
持
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
加
え
て
、「
収
支
計
画
」

で
は
初
年
度
を
赤
字
と
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
が
求
め
て
い
る

の
は
初
年
度
か
ら
の
黒
字
で

す
。
こ
の
こ
と
も
含
め
て
決
意

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

管
理
実
績
の

検
証
、
あ
る

い
は
指
定
管
理
料
の
再
計
算
を

早
期
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
３
年
の
指
定
管
理

期
間
を
設
定
し
ま
し
た
。
収
支

計
画
で
は
、
３
年
目
以
降
の
経

営
状
況
を
踏
ま
え
た
中
で
、
運

営
利
益
で
賄
え
る
分
の
経
費
を

減
額
し
て
い
く
方
針
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
運
営
会
社
に
し
っ
か
り
引

き
継
い
で
い
き
ま
す
。
今
後
、

指
定
管
理
料
の
見
直
し
を
視
野

に
い
れ
な
が
ら
、
ま
た
当
然
で

あ
り
ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
初
年

度
か
ら
黒
字
経
営
を
し
て
い

く
、
そ
う
い
う
強
い
決
意
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

同
様
の
質
問
を
市
長
に
伺
い

ま
す
。

平
成
28
年
度
は
オ

ー
プ
ン
し
て
か
ら

丸
々
１
年
運
営
・
経
営
が
で
き

る
の
で
、
当
然
年
間
収
支
の
黒

字
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
。

　

共
同
通
信
社
が
実
施
し
た

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
全
国
首
長

ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
市
長
の
回

答
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合

意
し
た
こ
と
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
と
い

う
回
答
を
し
ま
し
た
。
そ
の
理

由
に
関
す
る
設
問
で
は
、「
貿

易
自
由
化
は
世
界
の
潮
流
で
あ

り
、
日
本
が
積
極
的
に
関
与
す

べ
き
だ
」
と
い
う
回
答
を
選
択

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
農
林
水

産
業
を
含
む
一
定
の
分
野
に
お

い
て
は
、
多
く
の
品
目
の
関
税

が
低
減
、
あ
る
い
は
撤
廃
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
へ
の
対
応
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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経
済
建
設
部
長

完成間近の「道の駅常陸大宮」

市
長

市
長

「道の駅」収支計画の
基本的考え方と決意
経済建設部長／市の収支計画を
しっかり引き継いでいきます

市
長
／「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」と
回
答
し
ま
し
た

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
市
長
回
答



一 問質般

住
民
の
直
接
参
加
の
要
望
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

御
前
山
総
合

支
所
の
耐
震

補
強
工
事
に
関
す
る
陳
情
書
は

地
域
住
民
の
強
い
要
望
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
御
前
山
総
合

支
所
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
総
合
支
所
体
制
を
ふ
ま
え
本

年
度
策
定
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
や
平
成
29
年
度
か
ら

策
定
す
る
個
別
計
画
の
な
か
で

今
後
の
対
応
が
決
定
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

川上　　博
議員

　

震
災
後
、
耐
震
化
工
事
の
費

用
と
し
て
、
国
県
の
補
助
は
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

現
行
制
度
で

の
起
債
の
中

に
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
」

が
あ
り
、
災
害
時
に
災
害
対
策

の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
・
公

用
施
設
の
耐
震
化
で
あ
れ
ば
該

当
に
な
り
ま
す
。（
償
還
金
の

70
％
が
交
付
税
措
置
）

　

御
前
山
総
合
支
所
庁
舎
は
２

０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
が
主
な
要
因
で
現
在
閉

鎖
さ
れ
て
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
が
、
地
域
住
民
は
庁
舎
が

空
き
家
の
ま
ま
建
っ
て
い
る
う

ち
は
震
災
復
興
が
終
わ
ら
な
い

と
い
う
感
情
を
持
っ
て
い
ま
す
。

御
前
山
地
区
13
人
の
区
長
が
足

並
み
を
揃
え
て
署
名
活
動
を
行

い
、
１
８
６
９
人
の
署
名
を
携

え
て
、
耐
震
工
事
の
実
施
と
行

政
窓
口
復
元
の
内
容
の
陳
情
を

１
月
21
日
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

建
物
の
耐
震
化
工
事
費
と
解
体

す
る
と
き
の
解
体
撤
去
費
用
２
つ

に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

耐
震
補
強
工

事
は
約
１
億

６
千
万
円
、
解
体
撤
去
費
用
は
約

８
千
４
０
０
万
円
で
す
。
あ
く
ま

で
工
事
費
単
価
で
あ
り
、
こ
の
金

額
は
当
時
の
物
価
水
準
で
そ
の

後
の
人
件
費
や
資
材
の
高
騰
に

よ
り
増
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

御
前
山
総
合
支
所
の
行
政
窓

口
が
、
市
民
福
祉
課
は
御
前
山

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
経
済

建
設
課
が
御
前
山
市
民
セ
ン
タ

ー
に
そ
れ
ぞ
れ
分
散
さ
れ
て
い

ま
す
。
住
民
意
識
に
は
違
和
感

を
持
ち
不
便
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
議
員

か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
形
態
で
定
着
す
る

と
は
考
え
に
く
い
し
、
こ
の
こ

と
を
い
か
に
認
識
さ
れ
て
い
る

か
お
尋
ね
し
ま
す
。今

年
４
月
か

ら
御
前
山
総

合
支
所
の
２
つ
の
課
が
別
の
建

物
に
分
散
さ
れ
、
当
初
は
住
民

の
方
に
多
少
の
戸
惑
い
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
職

員
の
積
極
的
な
対
応
に
よ
り
解

消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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二
つ
の
課
が
別
の
建

物
に
分
散
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て

御
前
山
総
合
支
所
長
／

来
庁
さ
れ
た
窓
口
で
対
応

御前山総合支所
庁舎の耐震化に
ついて
御前山総合支所長／地域
住民の強い要望を認識

支所庁舎耐震化
補強工事と解体
撤去の費用は
御前山総合支所長／資材
の高騰により増額も予想

御
前
山
総
合
支
所
長

御
前
山
総
合
支
所
長

御
前
山
総
合
支
所
長

御
前
山
総
合
支
所
長

　

御
前
山
総
合
支
所
長
／

　
　

災
害
対
策
の
拠
点
と

　
　

な
れ
ば
該
当

耐
震
化
工
事
に
関
す

る
国
県
の
補
助
は

閉鎖している御前山総合支所



一 問質般

𠮷川　美保
議員

　

災
害
教
訓
を
共
有
し
、
想
定

さ
れ
る
災
害
を
警
戒
し
て
予
め

地
域
の
防
災
機
関
が
、
行
動
時

刻
・
役
割
を
細
部
に
わ
た
っ
て

想
定
し
た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

の
研
究
・
検
討
を
。気

象
情
報
を

注
視
し
て
被

害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
警
戒
体
制
会
議
を
設
置
し
ま

す
。

　

近
年
、
気
象
変
動
の
影
響
に

よ
り
大
規
模
水
害
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

更
な
る
災
害
対
応
業
務
の
効
率

化
を
図
る
上
で
河
川
氾
濫
や
避

難
勧
告
等
に
着
目
し
た
「
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
の
導
入
に
向
け
て

研
究
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
の
会
場
や
災
害

の
避
難
所
へ
の
設
置
検
討
は
。

本
市
も
今
年

の
や
ま
が
た

宿
芋
煮
会
で
、
乳
幼
児
を
連
れ

て
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
た
際

の
授
乳
や
お
む
つ
替
え
の
た
め

に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
出
張
所

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

… 

情
報
通
信
技
術

を
開
設
し
好
評
を
得
た
と
こ
ろ

で
す
。　
　

　

移
動
型
の
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の

テ
ン
ト
は
、
県
内
い
く
つ
か
の

自
治
体
が
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

時
に
貸
し
出
し
を
実
施
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
と
し
て
今

年
度
か
ら
の
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
推
進
事
業
の
目
指
す
も

の
は
。

普
通
教
室
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
児

童
・
生
徒
の
主
体
性
と
協
働
学

習
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
授
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

紙
媒
体
で
の
発
表
等
と
違
っ
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用
に
よ

り
瞬
時
に
集
約
が
で
き
、
意
見

交
換
が
し
や
す
い
環
境
が
得
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ

り
、
教
員
と
児
童
・
生
徒
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ま
た
児
童・

生
徒
同
士
の
学
習
内
容
の
共
有

等
が
容
易
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
手
段
の
幅

も
広
が
り
、学
習
意
欲
、思
考
力・

判
断
力
な
ど
の
向
上
に
役
立
つ

も
の
と
考
え
ま
す
。

その他の質問

・
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
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保
健
福
祉
部
長

教
育
部
長

ＩＣＴ を
活用した教育の
目指すものは
教育部長／
学習意欲・思考力・
判断力等の向上を図る

タブレット端末を使った授業

９月の常総市の
水害から学ぶことは
市民部長／河川氾濫を想定し
地域防災計画の修正にも取り組む

市
民
部
長

移
動
型
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
導
入
を

保
健
福
祉
部
長
／
導
入
を
検
討



一 問質般

冨山　和男
議員

その他の質問

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て

　

保
育
所
な
ど
を
新
た
な
指
定

管
理
者
制
度
に
導
入
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

御
前
山
ダ
ム

公
園
は
平
成

28
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
予
定
で
す
。
保
育

所
は
検
討
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
直
営
管
理
と
し
て
い
る
公

の
施
設
は
、
各
施
設
の
性
質
等

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
の
再
指
定
時
、

指
定
管
理
料
は
検
討
す
る
の
で

す
か
。

更
新
時
の
指

定
管
理
料
は

制
度
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る

経
費
節
減
を
図
る
観
点
か
ら
過

去
の
収
支
実
績
を
踏
ま
え
、
今

後
の
収
入
見
込
み
額
と
支
出
見

込
み
額
を
算
定
し
、
そ
の
差
し

引
き
に
よ
る
必
要
経
費
を
指
定

申
請
時
の
指
定
管
理
料
の
上
限

額
と
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
査
定
に
は
、
光
熱
水

費
等
の
物
価
変
動
や
業
務
内
容

の
見
直
し
に
よ
る
経
費
の
増
減

な
ど
を
反
映
し
、
指
定
管
理
者

の
経
費
節
減
等
の
経
営
努
力
実

績
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
教
育
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し

た
、
い
わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
塾

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

は
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
用
さ
れ
、
学
校
の

授
業
で
の
活
用
、
あ
る
い
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
の
テ

レ
ビ
電
話
機
能
を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
塾
な
ど
効
率
的
な
学

習
支
援
、
地
域
間
格
差
を
な
く

し
た
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
を

可
能
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
推

進
事
業
と
し
て
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ

ソ
コ
ン
を
持
ち
運

び
の
自
由
な
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
に
変
更
し
な
が

ら
順
次
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
授

業
支
援
ソ
フ
ト
等

を
利
用
し
、
グ

ル
ー
プ
間
の
交
流

学
習
が
可
能
と
な

り
、
児
童
・
生
徒
同
士
に
よ
る

意
見
交
換
・
発
表
に
よ
り
、
お

互
い
を
高
め
合
う
な
ど
、
生

徒
・
児
童
が
考
え
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
で
思
考
を
深
め
る
学

習
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
こ
の
環
境
を
十
分
に
活
用

し
て
教
育
環
境
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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教
育
部
長

おはよう声かけ運動シールの木（村田小学校）

指定管理者制度の
新たな導入は
総務部長／
新規導入は慎重に検討

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長
／
経
費
節
減
を

図
る
観
点
か
ら
、算
出

再
指
定
時
、指
定

管
理
料
の
検
討
は

ＩＣＴ（情報通信技術）を
活用したオンライン塾は
教育部長／ＩＣＴ技術を活用し
教育環境をさらに発展



一 問質般

大貫　道夫
議員

その他の質問

・
平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て

・
社
会
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
行
政

を
中
心
に
）
の
現
状
と
展
望

に
つ
い
て

　

２
０
６
０
年
に
２
万
２
千
２

０
０
人
と
の
市
の
人
口
予
測
が

出
ま
し
た
の
で
、
教
育
面
か
ら

の
少
子
化
の
現
状
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

少
子
化
に
つ

い
て
は
、
全

国
的
な
問
題
で
あ
り
、
茨
城
県

内
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
の
７
年
間
で
、
21
市

町
に
お
い
て
、
小
中
学
校
１
１

７
校
が
47
校
に
統
合
さ
れ
、
66

校
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
本
市
の

義
務
教
育
施
設
等
の
適
正
な
配

置
と
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
、
実

施
計
画
を
策
定
し
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
小
学
校
19
校
が
11
校

に
、
中
学
校
が
７
校
か
ら
５
校

に
な
り
、
生
徒
児
童
に
お
き
ま

し
て
も
平
成
20
年
度
と
平
成
27

年
度
で
比
較
す
る
と
、
小
学
校

は
、
４
６
４
名
の
減
、
率
で
は

18
・
９
％
の
減
少
、
中
学
校
は
、

１
８
２
名
の
減
、
率
で
は
14
・

１
％
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
少
子
化
の
影
響
に
よ
り

児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
な
る
学
校

の
再
編
等
の
必
要
性
が
出
て
く

る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

世
代
間
格
差
や
貧
困
の
連
鎖

が
生
じ
な
い
よ
う
、
教
育
、
育

休
退
園
、
児
童
扶
養
手
当
の
２

人
目
、
３
人
目
の
手
当
増
を
求

め
、
今
後
の
教
育
行
政
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

国
で
も
、
今

後
の
教
育
行

政
の
方
向
性
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、
次
期

学
習
指
導
要
領
の
策
定
に
着

手
、
中
央
教
育
審
議
会
に
諮
問

し
、
諮
問
を
受
け
た
中
央
教
育

審
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
等

の
変
化
が
加
速
的
に
な
る
中
で

将
来
の
予
測
が
ま
す
ま
す
難
し

い
時
代
、
ま
た
社
会
的
変
化
の

影
響
が
身
近
な
生
活
を
含
め
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
及
ぶ
時

代
と
捉
え
、
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
を
と
の
方
向
で
議
論

を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

方
分
権
の
流
れ
も
あ
り
、
従
来

の
枠
を
超
え
て
、
地
方
公
共
団

体
の
独
自
性
に
よ
り
、
新
た
な

種
類
の
学
校
、
学
級
編
成
基
準

も
地
教
委
の
判
断
に
委
ね
る
な

ど
、
弾
力
化
が
認
め
ら
れ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　
　

　

市
の
教
育
行
政
の
方
向
性
を

考
え
る
と
、
地
方
教
育
審
議
会

の
議
論
の
核
と
な
っ
て
い
る

「
社
会
に
開
か
れ
た
」、
こ
の
よ

う
な
文
言
に
着
目
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
加
速
度

的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化

に
対
応
で
き
る
た
め
の
英
語

教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
、　

さ
ら
に
は
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

の
導
入
な
ど
、
教
育
行
政
や
学

校
に
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
の
質
的
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
常
陸
大
宮
市

の
実
態
に
沿
っ
た
、
独
自
の
新

た
な
施
策
を
検
討
す
る
必
要
性

も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
学
校
が
連
携
し
て
確

固
た
る
理
念
の
も
と
に
、
特
化

し
た
教
育
施
策
を
講
じ
る
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
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教
育
行
政
の
い
ま
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

教
育
長
／
独
自
の
新
た
な
施
策
を
検
討
も

教
育
部
長

教
育
長



議
会
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
10
年
よ
り
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
以
後
、
名
称
は
変
更
し
、

議
会
改
革
検
討
会
と
し
て
い
る
が
、
議
会
広
報
の
発
行
、
議
員
定
数
、
質
問
を
一
問
一

答
方
式
に
決
定
し
た
。
現
在
は
、
議
会
の
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
議
会
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
開
設
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
や
予
算
決
算
委
員
会
の
日
程
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

予
算
決
算
審
査
及
び
議
会
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

予
算
・
決
算
委
員
会
を
常
任
委
員
会
化
し
て
い
る
。
市
長
に
出
席
を
求
め
る
。
決
算

審
査
は
、
第
３
回
定
例
会
に
閉
会
中
審
査
を
申
し
入
れ
、
閉
会
中
に
審
査
し
、
第
４
回

定
例
会
で
報
告
す
る
。
質
問
通
告
制
を
と
っ
て
お
り
、
事
前
に
会
派
内
で
調
整
す
る
。

質
問
は
、
時
間
制
を
と
っ
て
い
る
が
、
質
問
回
数
の
制
限
は
な
い
。

　

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
意
見
交
換
会
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
よ
り
市
内
３
〜
４
地

区
で
実
施
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
参
加
者
の
減
数
も
あ
り
１
地
区
で
１
日
限
り
で
実

施
し
て
い
る
。

　

議
会
の
情
報
化
に
早
期
か
ら
取
組
み
、
全
議
員
へ
パ

ソ
コ
ン
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
議
案
書
等
の
各
資
料
の

電
子
化
や
質
問
時
の
モ
ニ
タ
ー
活
用
を
行
っ
て
い
る
。

研
修
を
終
え
て　

　

両
市
議
会
と
も
会
派
制
を
と
っ
て
い
て
、
当
市
議
会

と
の
相
違
点
が
多
数
あ
り
、
今
後
の
議
会
運
営
の
参
考

と
な
る
点
を
検
証
し
、
よ
り
良
い
議
会
と
す
る
た
め
、

議
会
改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
、
文
章
、
写
真
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
を
採
用
し
、
見
出
し
や
写
真
に

工
夫
を
凝
ら
し
、
町
民
と
一
緒
に
作
る
広

報
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
修
を
終
え
て

　

川
西
町
議
会
か
ら
当
市
の
議
会
広
報
に

対
し
て
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま

北
海
道
苫
小
牧
市

山
形
県
東
置
賜
郡
川
西
町

北
海
道
登
別
市

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
27
年
11
月
18
日
〜
19
日

平
成
27
年
11
月
10
日
〜
11
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
紙
の
さ
ら
な
る
進
化
を

広
報
紙
の
さ
ら
な
る
進
化
を

第29回町村議会広報コンクールに
おいて最優秀賞に輝いた議会だより 川西町での研修

登別市での研修

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

議
会
広
報

議
会
広
報
に
学
ぶ

に
学
ぶ

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

議
会
広
報

議
会
広
報
に
学
ぶ

に
学
ぶ

し
た
。
今
後
の
発
行

に
取
り
入
れ
、
日
々

進
化
し
て
市
民
に
読

み
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
い
、
広
報
紙
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向

け
、
努
力
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。
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　１）②と③の回数については、各議員の特別委員会、常任委員会及び議会運営委員会への委員就任状況により、
　　　委員会の開催日が異なるため、出席回数が異なります。
　２）特別委員会については、すべて秋山信夫議長は審査に加わりません。
　３）特別委員会（決算）には、議選監査委員である、淀川茂樹議員は審査に加わりません。

議員名（議席番号順） ①本会議 ②常任委員会等 ③特別委員会
出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席

黒　部　博　英 26 0 25 0 26 0
小　原　明　彦 26 0 23 0 22 0
大　瀧　愛一郎 26 0 11 0 26 0
岡　﨑　欣　也 26 0 9 0 22 0
三　次　弘　史 26 0 11 0 22 0
坂　本　繁　輝 26 0 9 0 22 0
冨　山　和　男 26 0 11 0 26 0
大　貫　道　夫 26 0 47 0 26 0
小　森　敬太郎 26 0 47 0 26 0
𠮷　川　美　保 26 0 11 0 26 0
小　森　敏　雄 26 0 47 0 22 0
田　沢　祐　男 26 0 44 1 22 0
川　上　　　博 26 0 9 0 35 0
武　石　寿　長 26 0 31 0 22 0
髙　村　和　郎 26 0 47 0 21 1
岡　﨑　榮　一 26 0 11 0 25 1
淀　川　茂　樹 26 0 32 1 ３）21　 0
掛　札　行　雄 26 0 33 0 22 0
秋　山　信　夫 26 0 30 0 ２）－ －
金　子　　　卓 26 0 11 0 26 0

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

期　

日
：
平
成
27
年
11
月
５
日
〜
６
日

場　

所
：
ホ
テ
ル
テ
ラ
ス
ザ
ス
ク
エ
ア
日
立

演　

題
：「
地
方
創
生
時
代
の
議
会
、
議
員
の
役
割
」

講　

師
：
北
川　

正
恭
氏

　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
顧
問
）

出
席
者
：
秋
山　

信
夫
、
髙
村　

和
郎
、
淀
川　

茂
樹
、

　
　
　
　

川
上　
　

博
、
岡
﨑　

欣
也

研

報

告

修

市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

期　

日
：
平
成
27
年
10
月
26
日
〜
27
日

場　

所
：
市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
（
千
葉
県
）

演　

題
：「
日
本
の
火
山
活
動
と
防
災
」
ほ
か

講　

師
：
静
岡
大
学
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
教
授
・

　
　
　
　

副
セ
ン
タ
ー
長
、
教
育
学
部
教
授

　
　
　
　

小
山　

真
人
氏　

ほ
か

出
席
者
：
岡
﨑　

榮
一
、
田
沢　

祐
男
、
小
森　

敏
雄
、

　
　
　
　

𠮷
川　

美
保
、
大
貫　

道
夫

平成27年  本会議・各委員会の議員出欠状況
　平成27年１月から平成27年12月までの間に開催された、本会議（定例会・臨時会）・常任委員会等（総務・文
教福祉・経済建設・広報広聴常任委員会及び議会運営委員会）・特別委員会（予算・決算・行財政改革調査特別
委員会）の議員の出欠状況（回数）をお知らせします。
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　選挙権年齢を18歳以上
に引き下げる改正公職選挙
法が適用されるのを前に、
政治や選挙への関心を高め
ることが狙いで実施されま
した。

　高校生にもわかりやすく
お話してくれた部分もあっ
たんですが、まだイマイチ
話の内容が理解しきれなか
った部分がありました。来
年から選挙権などのことも
あるので、これからは、選
挙権のことについて今まで
より、考えていきたいと思
いました。

　議会での決め事や報告の受け答
えなどを見学して、議会の役割や
どのように事が進んでいくのかを
理解することができました。また、
それぞれの人にも役割があり、返
答が返る度に人が話していくの
は、とても順序良く成り立ってい
ると思いました。このことを見て
いるうちに、自分もそれに参加し
たくなってきました。

　このような会議があ
って常陸大宮市がより
良い場所になっていく
んだなと思いました。
なので、私達市民が意
見することが、とても
大事なのかなと思いま
した。

議場では、傍聴席や議員席に着席し、市議会の仕組み等についての説明に熱心に耳を傾けました。

山方小５年生25名山方小５年生25名がが議会議会をを見学見学しましたしました

県立常陸大宮高２年生24名県立常陸大宮高２年生24名がが
市議会定例会市議会定例会をを傍聴傍聴しましたしました

平成27年11月10日

平成27年12月14日

《傍聴しての感想》※一部抜粋
定例会一般質問を傍聴
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編
集
後
記

編編
集集
後後
記記

　

今
年
は
暖
冬
傾
向
で
、
正
月
に
寒か

ん

紅こ
う

梅ば
い

、
蠟ろ

う

梅ば
い

等
が
満
開
に
な
り
ま
し

た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
昨
年
12
月
の
第
４
回
定

例
議
会
の
議
会
広
報
を
編
集
す
る
た

め
委
員
が
暮
れ
か
ら
新
年
に
か
け
て

原
稿
の
編
集
・
構
成
・
写
真
の
準
備

等
、
皆
様
に
読
み
や
す
い
記
事
に
す

る
た
め
懸
命
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
魅
力
や
情
報
を
一
元
的
に

取
り
扱
い
発
信
す
る
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
場
と
し
て「
休
憩
施
設
」

「
情
報
発
信
施
設
」「
地
域
連
携
施
設
」

さ
ら
に
は
防
災
拠
点
の
役
割
を
持
つ

道
の
駅
が
、
３
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

委
員　

田
沢　

祐
男

第１回定例会会期日程（予定）

『道の駅常陸大宮（愛称：かわプラザ）』は、平成28年1月27日に、

国土交通省の 重点「道の駅」 に選定されました!!
現在、３月25日のオープンに向け、内装工事、外構工事等が進められています。

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
市議会広報は、ホームページでもご覧になれます。

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

市市のの魅力魅力をを創造・体感・発信創造・体感・発信するする

道道のの駅駅をめざしてをめざして

議会広報第44号11ページ「あなたが出された請願・陳情
は！」のみなし不採択についての説明に誤りがありました。
お詫びして訂正します。　〈誤〉陳情（陳情第２号）
　　　　　　　　　　　　〈正〉請願（請願第３号）

お詫びと訂正

月日 曜 会　議 事　　　項
2月26日 金 本会議 開会、議案説明
29日 月 休会 議案調査

3月  1日 火 休会 議案調査
2日 水 本会議 議案質疑
3日 木 常任委員会
4日 金 常任委員会
7日 月 常任委員会

8日 火 本会議 補正予算（委員会審査報告、
討論、採決）

9日 水 予算審査特別委員会  
10日 木 休会
11日 金 予算審査特別委員会
14日 月 予算審査特別委員会
15日 火 予算審査特別委員会
16日 水 本会議 一般質問
17日 木 本会議 一般質問
18日 金 休会 議案調査

22日 火 本会議 委員会審査報告、質疑、
討論、採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受
付（４階議会事務局）において、
先着順により交付します。
　傍聴人の定員は30人です。定員
を超えた場合は、４階傍聴ロビー
のモニターでご覧いただけます。
（第４回定例会の傍聴者は延46人
でした。）
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